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Abstract:

千葉県ヨヒ吾rSでの地｣ニ磁気探査実験

中塚 正･大櫻 茂雄･牧野 雅彦

地質調査所

Ground Magnetic Test Survey in the North of Chiba-Prefecture

Tadashi NAKATSUKA, Shigeo OKUMA and Masahiko MAKINO

GeologicaI Survey of Japan

ln the previous study 〃Noise Reduction in the Ground Magnetic Survey (Ⅱ)" presented at

1987 Fall Meeting, we pointed out that there was a characteristic anomaly pattern trending ENE-UNU

at I.es乞 survey tines B and C in the North of Chiba-Prefecture.

Detailed geomagnetic mapping survey was conducted in Feb.,1988 a七this site, in order to clearify

the magnetic structure related to this characteristic anomalies.

actual structure would be more compl icated than was expected,

interval of 5m (in 2-dimensional sense) Was necessary 七o discuss

ground magnetic data.

1.は じ めに

昨年秋の講演会では､ 〃地上磁気探査における各種

ノイズの検討についてくⅡ) ''と題して､覆ヶ補北東

方および千葉県佐原市西方での探査実験について報告

した.このうち佐原市西方のB ･

Cと名づけた測線で

は､ ENE-UNV方向のトレンドを示すと思われる特徴的

な磁気異常がみられた.今回はこの磁気異常に注目し

て､面的な探査実験を行ったのでその結果について報

告する.

2.前 日 の

佐原市西方(千葉県香取郡大栄町)の調査地点は､

第1図に示すように比較的大きな磁気的線状構造の中

にあるが､測線B･C (第2囲参照)はともに約1.5

kl[の長きで､そのプロファイル(第3
･

4図)は大き

な椿造に重畳した浅部の微細椿造を反映していると考

えられる.第3囲と第4囲は矢印の位置を対応きせて

やると､特にその北側で非常によい対応がみられる.

また周辺の地形にもENE-USU方向のトレンドを見て取

ることができる.きらに南西寄りの測緑Aの対応する

位置でも磁気異常の鋭い変化が観測きれている｡これ

らのことから､第2図の矢印位音が大横造のトレンド

とも関連した浅部の構造トレンドを示すものと予想し

た.

3.章｡査 ･t

調査地の拡大図を第5図に示す.この範囲について

The results revealed 七haセ セhe

and indicated tha七 the mesuring

shallow magnetic structure from
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1988年2月15～26日に測線間隔5m,測点間隔

2mの面的測定を行った.調査には4カ所の

基点を設け､測線長100m (50点)の測定を

行う毎に最寄りの基点での測定を行い､基

点相互間の往復測定結果と合わせ日変化を

補正したo レベル合わせを行った基点での

測定値は第6図の通りで､図中の実線が測

定時間帯に相当するo この調査地では､約

5kTn北方にJ R成田線が通っており､最大

3nT程度の変動がみられるが､このデータ

竹T
458ZO

4E81 0

459od

4S71O

nT
▲拶別0

45%oo

に基づく補正により少なくとも5nT程度の.5,†0

精度は確保きれていると見てよい｡

4.今回の結果について
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得られた磁気異常分布を第7囲に示す.ここでU字

溝などの設置による影響が明らかな場所(ハッチして

ある)のデータは度外視してコンター(10nT間隔)を

引いてある.また､第3･4囲には､本国に対応する

概略の範囲を上辺のハッチで示した. B ･ C測緑の東

西方向の位置は明確ではないが､磁気異常の鋭い変化

(矢印)に対応する位置を第7図でも矢印で示した.

この図から明らかなように､ B ･

C測線の矢印はー連

の構造を示すのではなく､ C測緑の矢印はB測線(第

3図)のYと記した付近に対応し､ B測線の矢印の異

常は､中央を流れる水路を境に消失する.すなわち､
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昨年秋の予想に反して実際の構造はきらに錯綜L'てい

ると考えられる.但し､西側中央の高磁気異常をのぞ

けば､全般的には東西系に近いトレンドがみられ､こ

の付近の構造がENE-USU方向の大構造に規制されてい

ることをうかがわせる｡

第7図に示きれた磁気異常は､その変化パターンか

らも高々50Ⅰ¶程度の深度までの局所的な地質状況によ

って生じていると考えられ､表層堆積物の磁性の水平

的変化を示すものか､もしくは第四轟己堆積物とその下

の第三轟己層との境界のような地層境界の起伏を示すも

のと思われる.



‖
‖

‖

lT

l■
ll

壬】

▼1

-I
●4

Il

H

16

‖

ll

lA

i)
12

50m

1S

l1

1I

】B
13

12

･!

･1

-I

･3

･3
●1

I4

.1

-2
･1

･I

･1

.I

●l
-】

ll
13

･1

.1
-8

●1

･l

･3
ll

.1
-1

■1

-4

▼l
-9

ll
-I

▲l

●)

●3

-3

.2

-J
●)

21

II

l†

lT

一丁
=

l1

14

ll

H

13

lT

II

ll
‖

-I
IT

←l

･1

･[
-I

一丁

●丁

-1

一丁
▼T

･I

.I

ll

●l

■l

･†
TT

-I

●l

●†

‖

H

Iつ

L1 ll

I) 12

■11
.ll

-1】
▼II

●l〈
Ill

:!j

し丁

一丁

.1
●1

-I
10

-I

41

.T

●l

･T

-I
-I

.I

-I

.1

●1

-I
→1

･l

l

･･l

■!

■I

lI

●I
ll

-I

II

-1

1

■3

→l

ll
‖

･2
●1

.I

-I

T1
-I

●l

7 4

7 1

l1

ll
ll

1I

ll

II

‖

ll

け

!l

91

38

2与

‡1

21
23

2l

I I

I I

I
I

2つ 23

28 28

11 u

lf 2丁
:け l1

27 21

2B
=

H
t阜

26

21

22

H

22

24

2S
ll

～

2I

l1

21
t1

21
I)

21

‡T

II
2】

31

M

ll

13

42

21

21

!!

t3

21
川

2I

l1
28

2I
‡1

24
1‡

】1

20

1¢
23

27

18

ll

17

ヽ

I

∫

∫

′壬ミ

!1

ll
=

=

=

lI

1

●J

18 11

= 】I

12 11

I2 12

ll
ll

ll

13

I8

ll

ー●

●l

●1

-3

●1

-I
一1

II

II

-I

●7
-I

･1

一丁

-I
■l

●4

●1

ll

Il
lT

Il

●l

●l

-I

●1
-I

●l

●l

■I
-1

tl

-I
-4●¢

I

ーi

-I

-I

●l

l
I

I
I

1O

ll
川

ll
1】

?

10

10

9

1

9


